
(57)【要約】

【課題】熱交換器からの端板の取り外しが容易な空気調

和機を提供する。

【解決手段】筐体を成す台枠２と、放熱フィン８と伝熱

管９を有する熱交換器１と、前記熱交換器１で熱交換さ

れた空気を吹き出し口６より吹き出す送風機４と、前記

熱交換器１の少なくとも一方の側面に設けられ前記熱交

換器１を前記台枠２に固定するための端板３とを備え、

前記端板３を風上側端板３ｂと風下側端板３ｃで形成す

ると共に、前記風上側端板３ｂと前記風下側端板３ｃと

を前記伝熱管９を挟むようにして結合したもので、結合

部を外すことにより、容易に風上側端板３ｂと風下側端

板３ｃが分離され、かつ両端板３ｂ、３ｃを伝熱管９よ

り簡単に取り外すことが出来る。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
筐 体 を 成 す 台 枠 と 、 放 熱 フ ィ ン と 伝 熱 管 を 有 す る 熱 交 換 器 と 、 前 記 熱 交 換 器 で 熱 交 換 さ れ
た 空 気 を 吹 き 出 し 口 よ り 吹 き 出 す 送 風 機 と 、 前 記 熱 交 換 器 の 少 な く と も 一 方 の 側 面 に 設 け
ら れ 前 記 熱 交 換 器 を 前 記 台 枠 に 固 定 す る た め の 端 板 と を 備 え 、 前 記 端 板 を 風 上 側 端 板 と 風
下 側 端 板 で 形 成 す る と 共 に 、 前 記 風 上 側 端 板 と 前 記 風 下 側 端 板 と を 前 記 伝 熱 管 を 挟 む よ う
に し て 結 合 し た こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ２ 】
風 上 側 端 板 と 風 下 側 端 板 と を ビ ス で 結 合 又 は ／ 及 び 一 方 に 設 け た 爪 を 他 方 に 設 け た 孔 に 引
っ 掛 け て 結 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ３ 】
筐 体 を 成 す 台 枠 と 、 放 熱 フ ィ ン と 伝 熱 管 を 有 す る 熱 交 換 器 と 、 前 記 熱 交 換 器 で 熱 交 換 さ れ
た 空 気 を 吹 き 出 し 口 よ り 吹 き 出 す 送 風 機 と 、 前 記 熱 交 換 器 の 少 な く と も 一 方 の 側 面 に 設 け
ら れ 前 記 熱 交 換 器 を 前 記 台 枠 に 固 定 す る た め の 端 板 と を 備 え 、 前 記 端 板 は 、 前 記 伝 熱 管 を
挟 む よ う に 配 さ れ る と 共 に 、 放 熱 フ ィ ン の 外 側 に 位 置 す る 結 合 部 を 介 し て 一 体 に 形 成 さ れ
た 風 上 側 端 板 と 風 下 側 端 板 と か ら な り 、 前 記 結 合 部 の 幅 寸 法 を 数 ミ リ メ ー ト ル と し た こ と
を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 空 気 調 和 機 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 空 気 調 和 機 に つ い て 、 図 ５ を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 空 気 調 和 機 は 、 前 面 と 、 上 部 に 斜 め に そ れ ぞ れ 熱 交 換 器 １ ａ 、 １ ｂ を 内 蔵 し て い る 。 熱
交 換 器 １ ａ 、 １ ｂ の そ れ ぞ れ の 両 側 面 に 、 取 り 付 け 孔 ３ ａ を 有 す る と と も に 鉄 材 か ら な る
端 板 ３ が 設 け ら れ 、 取 り 付 け 孔 ３ ａ を 、 空 気 調 和 機 の 筐 体 を 成 す 台 枠 ２ に 設 け た 爪 ２ ａ に
引 っ 掛 け て 、 熱 交 換 器 １ ａ 、 １ ｂ を 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 室 内 の 空 気 は 、 熱 交 換 器 １ ａ 、 １ ｂ の 背 後 に 設 置 さ れ た 送 風 機 ４ の 運 転 に よ り 、 台 枠 ２
の 前 面 に 配 し た 吸 入 パ ネ ル ５ よ り 吸 い 込 ま れ 、 熱 交 換 器 １ ａ 、 １ ｂ に て 熱 交 換 さ れ 吹 き 出
し 口 ６ よ り 吹 き 出 さ れ る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 熱 交 換 器 １ ａ 、 １ ｂ を 製 作 す る 時 は 、 端 板 ３ に 伝 熱 管 ９ が 貫 通 す る 孔 （ 図 示 せ ず ） を 設
け 、 そ の 端 板 ３ を 、 放 熱 フ ィ ン ８ の 両 端 に 結 合 し た 後 、 伝 熱 管 ９ を 拡 管 し て 、 放 熱 フ ィ ン
８ 、 伝 熱 管 ９ 、 端 板 ３ が 一 体 と な っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 熱 交 換 器 の 端 板 を 樹 脂 製 の 固 定 板 と し て 別 ピ ー ス と し て 構 成 し た 空 気 調 和 機 も あ
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ４ ２ ４ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 空 気 調 和 機 の 構 成 で は 、 空 気 調 和 機 が 寿 命 を 終 え た 時 、 熱 交
換 器 １ ａ 、 １ ｂ に 大 量 に 使 用 し て い る 放 熱 フ ィ ン ８ に 用 い ら れ て い る ア ル ミ ニ ウ ム と 、 伝
熱 管 ９ に 使 用 さ れ て い る 銅 の 再 利 用 を 考 え る 時 、 ア ル ミ ニ ウ ム と 銅 を そ れ ぞ れ 分 離 す る 、
あ る い は ア ル ミ ニ ウ ム と 銅 の ミ ッ ク ス メ タ ル と し て 取 り 出 す 方 法 が あ る が い ず れ の 方 法 の
場 合 も 、 端 板 ３ の 材 料 で あ る 鉄 を あ ら か じ め 取 り 除 か な け れ ば 不 純 物 と な る た め 、 処 理 す
る 前 に 端 板 ３ を 取 り 除 く 必 要 が あ る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 し か し 放 熱 フ ィ ン ８ 、 伝 熱 管 ９ 、 端 板 ３ は 、 伝 熱 管 ９ を 拡 管 し て 固 定 さ れ て い る た め 端
板 ３ の み を 大 型 の カ ッ タ ー で 切 り 落 と し て 取 り 除 か な け れ ば な ら ず 、 多 大 な 工 数 を 必 要 と
し て い た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 空 気 調 和 機 の 熱 交 換 器 の 場 合 は 、 端 板 を 樹 脂 製 の 別
ピ ー ス と し た 物 で あ る が 、 熱 交 換 器 の 一 方 に は 、 接 続 配 管 や 銅 管 を 溶 接 す る 必 要 が 有 る た
め 、 両 側 の 端 板 を 樹 脂 製 に す る こ と は 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 空 気 調 和 機 を 再 処 理 す る 際 に 、 端 板 を 事
前 に 簡 単 に 取 り 外 す こ と が で き る 空 気 調 和 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 空 気 調 和 機 は 、 筐 体 を 成 す 台 枠 と 、 放 熱 フ
ィ ン と 伝 熱 管 を 有 す る 熱 交 換 器 と 、 前 記 熱 交 換 器 で 熱 交 換 さ れ た 空 気 を 吹 き 出 し 口 よ り 吹
き 出 す 送 風 機 と 、 前 記 熱 交 換 器 の 少 な く と も 一 方 の 側 面 に 設 け ら れ 前 記 熱 交 換 器 を 前 記 台
枠 に 固 定 す る た め の 端 板 と を 備 え 、 前 記 端 板 を 風 上 側 端 板 と 風 下 側 端 板 で 形 成 す る と 共 に
、 前 記 風 上 側 端 板 と 前 記 風 下 側 端 板 と を 前 記 伝 熱 管 を 挟 む よ う に し て 結 合 し た も の で 、 結
合 部 を 外 す こ と に よ り 、 容 易 に 風 上 側 端 板 と 風 下 側 端 板 が 分 離 さ れ 、 か つ 両 端 板 を 伝 熱 管
よ り 取 り 外 す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 空 気 調 和 機 は 、 筐 体 を 成 す 台 枠 と 、 放 熱 フ ィ ン と 伝 熱 管 を 有 す る 熱 交 換
器 と 、 前 記 熱 交 換 器 で 熱 交 換 さ れ た 空 気 を 吹 き 出 し 口 よ り 吹 き 出 す 送 風 機 と 、 前 記 熱 交 換
器 の 少 な く と も 一 方 の 側 面 に 設 け ら れ 前 記 熱 交 換 器 を 前 記 台 枠 に 固 定 す る た め の 端 板 と を
備 え 、 前 記 端 板 は 、 前 記 伝 熱 管 を 挟 む よ う に 配 さ れ る と 共 に 、 放 熱 フ ィ ン の 外 側 に 位 置 す
る 結 合 部 を 介 し て 一 体 に 形 成 さ れ た 風 上 側 端 板 と 風 下 側 端 板 と か ら な り 、 前 記 結 合 部 の 幅
寸 法 を 数 ミ リ メ ー ト ル と し た も の で 、 幅 の 狭 い 結 合 部 を カ ッ ト す る だ け で 、 風 上 側 端 板 と
風 下 側 端 板 が 容 易 に 分 離 で き 、 両 端 板 を 簡 単 に 取 り 外 す こ と が 出 来 る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 空 気 調 和 機 は 、 端 板 を 容 易 に 取 り 外 す こ と が 出 来 、 放 熱 フ ィ ン と 伝 熱 管 の 再 利
用 率 を 向 上 さ せ る こ と が 出 来 る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 筐 体 を 成 す 台 枠 と 、 放 熱 フ ィ ン と 伝 熱 管 を 有 す る 熱 交 換 器 と 、 前 記 熱 交
換 器 で 熱 交 換 さ れ た 空 気 を 吹 き 出 し 口 よ り 吹 き 出 す 送 風 機 と 、 前 記 熱 交 換 器 の 少 な く と も
一 方 の 側 面 に 設 け ら れ 前 記 熱 交 換 器 を 前 記 台 枠 に 固 定 す る た め の 端 板 と を 備 え 、 前 記 端 板
を 風 上 側 端 板 と 風 下 側 端 板 で 形 成 す る と 共 に 、 前 記 風 上 側 端 板 と 前 記 風 下 側 端 板 と を 前 記
伝 熱 管 を 挟 む よ う に し て 結 合 し た も の で 、 結 合 部 を 外 す こ と に よ り 、 容 易 に 風 上 側 端 板 と
風 下 側 端 板 が 分 離 さ れ 、 か つ 両 端 板 を 伝 熱 管 よ り 取 り 外 す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の 風 上 側 端 板 と 風 下 側 端 板 と を ビ ス で 結 合 又 は ／ 及 び
一 方 に 設 け た 爪 を 他 方 に 設 け た 孔 に 引 っ 掛 け て 結 合 す る も の で 、 ビ ス を 外 す こ と に よ り あ
る い は 、 爪 を 孔 か ら 外 す だ け で 、 簡 単 に 両 端 板 を 取 り 外 す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 筐 体 を 成 す 台 枠 と 、 放 熱 フ ィ ン と 伝 熱 管 を 有 す る 熱 交 換 器 と 、 前 記 熱 交
換 器 で 熱 交 換 さ れ た 空 気 を 吹 き 出 し 口 よ り 吹 き 出 す 送 風 機 と 、 前 記 熱 交 換 器 の 少 な く と も
一 方 の 側 面 に 設 け ら れ 前 記 熱 交 換 器 を 前 記 台 枠 に 固 定 す る た め の 端 板 と を 備 え 、 前 記 端 板
は 、 前 記 伝 熱 管 を 挟 む よ う に 配 さ れ る と 共 に 、 放 熱 フ ィ ン の 外 側 に 位 置 す る 結 合 部 を 介 し
て 一 体 に 形 成 さ れ た 風 上 側 端 板 と 風 下 側 端 板 と か ら な り 、 前 記 結 合 部 の 幅 寸 法 を 数 ミ リ メ
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ー ト ル と し た も の で 、 幅 の 狭 い 結 合 部 を カ ッ ト す る だ け で 、 風 上 側 端 板 と 風 下 側 端 板 が 容
易 に 分 離 で き 、 両 端 板 を 簡 単 に 取 り 外 す こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 本 実 施 の 形
態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の 断 面 図 、 図 ２ は 、 同 空 気 調 和
機 の 熱 交 換 器 の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お 、 上 記 従 来 例 と 同 一 部 分 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 空 気 調 和 機 は 、 前 面 と 、 上 部 に 斜 め に そ れ ぞ れ 熱 交 換 器 １ ａ 、 １ ｂ を 内 蔵 し 、 熱 交 換 器
１ ａ と 熱 交 換 器 １ ｂ は 、 ビ ス １ ０ で 固 定 さ れ て い る 。 熱 交 換 器 １ ａ 、 １ ｂ の そ れ ぞ れ の 両
側 面 に は 、 取 り 付 け 孔 ３ ａ を 有 す る と と も に 鉄 材 か ら な る 端 板 ３ が 設 け ら れ 、 取 り 付 け 孔
３ ａ を 、 空 気 調 和 機 の 筐 体 を 成 す 台 枠 ２ に 設 け た 爪 ２ ａ に 引 っ 掛 け て 、 熱 交 換 器 １ ａ 、 １
ｂ を 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 室 内 の 空 気 は 、 熱 交 換 器 １ ａ 、 １ ｂ の 背 後 に 設 置 さ れ た 送 風 機 ４ の 運 転 に よ り 、 台 枠 ２
の 前 面 に 配 し た 吸 入 パ ネ ル ５ よ り 吸 い 込 ま れ 、 熱 交 換 器 １ ａ 、 １ ｂ に て 熱 交 換 さ れ 吹 き 出
し 口 ６ よ り 吹 き 出 さ れ る 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 熱 交 換 器 １ ａ 、 １ ｂ の そ れ ぞ れ の 端 板 ３ は 、 風 上 側 端 板 ３ ｂ と 風 下 側 端 板 ３ ｃ の 二 つ の
端 板 で 構 成 さ れ て お り 、 両 端 で ビ ス ７ に よ り 結 合 さ れ て 一 個 の 端 板 ３ と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 熱 交 換 器 １ を 製 作 す る 時 は 、 放 熱 フ ィ ン ８ の 両 端 に 結 合 し た 端 板 ３ を 配 し 、 伝 熱 管 ９ を
拡 管 す る こ と に よ り 、 従 来 と 同 等 の 機 能 を 有 す る 端 板 を 得 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 風 上 側 端 板 ３ ｂ と 風 下 側 端 板 ３ ｃ を 結 合 す る 方 法 と し て は 、 ビ ス ７ を 用 い て 行 う こ と が
非 常 に 確 実 で 簡 単 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 熱 交 換 器 １ ａ 、 １ ｂ の 材 料 を 再 利 用 し よ う と す る 時 は 、 ビ ス ７ を 外 す
だ け で 、 風 上 側 端 板 ３ ｂ と 風 下 側 端 板 ３ ｃ の そ れ ぞ れ を 外 側 に 容 易 に 取 り 除 く こ と が 出 来
、 端 板 は 鉄 の 再 利 用 に 、 放 熱 フ ィ ン ８ と 伝 熱 管 ９ は 、 次 工 程 に 送 り 再 生 す る こ と が 出 来 る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 風 上 側 端 板 ３ ｂ と 風 下 側 端 板 ３ ｃ と を 結 合 す る 他 の 方 法 と し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 風
上 側 端 板 ３ ｂ の 両 端 に 爪 ３ ｄ を 形 成 し 、 風 下 側 端 板 ３ ｃ の 爪 ３ ｄ と 相 対 す る 位 置 に 孔 ３ ｅ
を そ れ ぞ れ 設 け 、 爪 ３ ｄ を 孔 ３ ｅ に 嵌 合 又 は 引 っ 掛 け て 結 合 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の 端 板 ３ の 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 一 部 分 に つ い て は 、 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略
す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 熱 交 換 器 １ の 端 板 ３ を 、 伝 熱 管 ９ を 囲 む よ う に 熱
交 換 器 １ ａ 、 １ ｂ の 端 面 に 形 成 す る と 共 に 、 風 上 側 端 板 ３ ｂ と 風 下 側 端 板 ３ ｃ と を 放 熱 フ
ィ ン ８ よ り 外 側 に 位 置 す る 結 合 部 ３ ｆ を 介 し て 一 体 に 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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　 結 合 部 ３ ｆ は 、 ３ ～ ４ ミ リ メ ー ト ル 程 度 の 幅 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 熱 交 換 器 １ ａ 、 １ ｂ を 再 生 す る 時 に は 、 結 合 部 ３ ｆ を カ ッ ト す る だ け
で 、 端 板 ３ を 容 易 に 分 離 す る こ と が 出 来 る も の で あ る 。 ま た 、 結 合 部 ３ ｆ の 幅 が ３ ～ ４ ミ
リ メ ー ト ル と 狭 い の で 、 簡 単 な 工 具 で 容 易 に カ ッ ト す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 空 気 調 和 機 は 、 熱 交 換 器 の 端 板 を 風 上 側 と 風 下 側 に 簡 単
に 分 離 で き る よ う に 構 成 し た こ と に よ り 、 熱 交 換 器 に 使 用 し て い る 材 料 を 再 生 し よ う と す
る 時 、 端 板 を 容 易 に 分 離 で き る こ と に よ り リ サ イ ク ル 率 の 向 上 に 寄 与 出 来 、 熱 交 換 器 を 有
す る 各 種 空 気 調 和 機 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 空 気 調 和 機 の 断 面 図
【 図 ２ 】 同 空 気 調 和 機 の 熱 交 換 器 の 斜 視 図
【 図 ３ 】 空 気 調 和 機 の 他 の 例 を 示 す 熱 交 換 器 の 端 板 の 斜 視 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 空 気 調 和 機 の 熱 交 換 器 の 端 板 の 斜 視 図
【 図 ５ 】 従 来 の 空 気 調 和 機 の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 １ ａ 、 １ ｂ 　 熱 交 換 器
　 ２ 　 台 枠
　 ２ ａ 　 爪
　 ３ 　 端 板
　 ３ ｂ 　 風 上 側 端 板
　 ３ ｃ 　 風 下 側 端 板
　 ３ ｄ 　 爪
　 ３ ｅ 　 孔
　 ３ ｆ 　 結 合 部
　 ４ 　 送 風 機
　 ６ 　 吹 き 出 し 口
　 ７ 　 ビ ス
　 ８ 　 放 熱 フ ィ ン
　 ９ 　 伝 熱 管
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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